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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 3月 1日 (2004.3.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 酸 は ， 塩 酸 ， 硫 酸 ， 硝 内 の 何 れ か で あ る 請 求 項 ８ 記 載 の ガ ス セ ン サ の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 １ １ の 本 発 明 は ， 前 記 酸 は ， 塩 酸 ， 硫 酸 ， 硝 内 の 何 れ か で あ る 第 ８ の 本 発 明 の ガ ス
セ ン サ の 製 造 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
薄 膜 電 極 ２ お よ び 厚 膜 電 極 ６ は ， ガ ス 感 応 体 ３ に 電 圧 印 加 し て ， そ の 抵 抗 値 を 測 定 す
る こ と が 主 た る 目 的 で あ り ， 電 極 の 材 料 ， 構 成 ， パ タ ー ン ， 製 造 方 法 等 を 限 定 す る も の で
は な い 。 し か し な が ら ， 薄 膜 電 極 ２ の 厚 さ は ０ ． １ ～ １ μ ｍ ， 厚 膜 電 極 ４ の 厚 さ は ３ ～ ２
０ μ ｍ の 間 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た ， 厚 膜 電 極 ４ は リ ー ド と の 接 合 を よ く す る た め で
あ り ， 構 成 上 必 ず し も 必 要 で は な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ １ 】
１ は ア ル ミ ナ ， ム ラ イ ト 等 の 絶 縁 性 の 基 板 ， ２ は 金 ， 銀 ， 白 金 等 の 金 属 か ら な る 薄 膜 電 極
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， １ ３ は 酸 化 ス ズ ， 酸 化 イ ン ジ ウ ム ， 酸 化 亜 鉛 ， 酸 化 タ ン グ ス テ ン な ど を 主 成 分 と す る 網
目 構 造 を 有 す る 金 属 酸 化 物 薄 膜 １ ４ と ， 前 記 金 属 酸 化 物 薄 膜 中 に 含 浸 し た 酸 化 ケ イ 素
を 主 成 分 と す る 吸 水 率 が ５ ％ 以 下 で あ る 触 媒 活 性 保 護 層 １ ５ か ら な る ガ ス 感 応 体 薄 膜 ， ６
は 金 ， 銀 ， 白 金 等 の 金 属 か ら な る 厚 膜 電 極 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ こ で ， 基 板 １ は ， 表 面 が 絶 縁 性 を 有 し ， 加 熱 機 能 を 備 え て い る も の で あ れ ば ， い ず れ の
も の も 使 用 す る こ と が で き ， 材 料 や 構 成 等 を 限 定 す る も の で は な い 。 し か し な が ら ， 基 板
の 表 面 粗 さ は ０ ． ０ １ ～ １ μ ｍ の 間 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た ， 薄 膜 電 極 ２ お よ び 厚 膜
電 極 ６ は ， ガ ス 感 応 体 １ ３ に 電 圧 印 加 し て ， そ の 抵 抗 値 を 測 定 す る こ と が 主 た る 目 的
で あ り ， 電 極 の 材 料 ， 構 成 ， パ タ ー ン ， 製 造 方 法 等 を 限 定 す る も の で は な い 。 し か し な が
ら ， 薄 膜 電 極 ２ の 厚 さ は ０ ． １ ～ １ μ ｍ ， 厚 膜 電 極 の 厚 さ は ３ ～ ２ ０ μ ｍ の 間 で あ る こ
と が 好 ま し い 。 ま た ， 厚 膜 電 極 ６ は リ ー ド と の 接 合 を よ く す る た め で あ り ， 構 成 上 必 ず し
も 必 要 で は な い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
（ 実 施 例 ２ ）
活 剤 と し て ２ － エ チ ル ヘ キ サ ン 酸 鉄 を 用 い て ， 上 記 の （ 数 ） が １ ｍ ｏ ｌ ％ と な る よ う に
酸 化 ス ズ を 主 成 分 と す る 金 属 酸 化 物 か ら な る ガ ス 感 応 体 薄 膜 を 形 成 し た 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
（ 実 施 例 ３ ）
ま ず ， １ ０ ０ ｍ ｌ の ビ ー カ ー に ， （ 数 １ ） が １ ｍ ｏ ｌ ％ と な る よ う に 活 剤 と し て 塩 化 パ ラ
ジ ウ ム （ 化 １ ） を 秤 量 し ， 粘 度 調 整 剤 と し て １ ｇ の エ チ ル セ ル ロ ー ス を 溶 解 さ せ た １ ３ ｇ
の ブ チ ル カ ル ビ ト ー ル 溶 液 を 加 え ， さ ら に ， ６ ｇ の ２ － エ チ ル ヘ キ サ ン 酸 ス ズ （ 化 ） を
加 え て ， 撹 拌 ・ 混 合 し て ， 所 望 の ガ ス 感 応 体 形 成 用 組 成 物 を 得 た 。
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